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市
の
借
金
で
あ
る
市
債
に
含
ま
れ
る
臨

時
財
政
対
策
債
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の

か
。

　
　
国
か
ら
地
方
に
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
あ
る
が
、
国
の
財
源
が
不
足
す
る
場
合

の
措
置
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
み
ず
か
ら

地
方
債
を
発
行
す
る
も
の
で
、
後
年
度
の
交

付
税
で
そ
の
全
額
が
国
か
ら
措
置
さ
れ
る
。

　
　
島
原
市
に
お
け
る
地
方
債
（
借
金
）
と

基
金
（
貯
金
）
の
推
移
は
ど
う
か
。

　
　
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
度

の
約
二
百
六
億
円
を
ピ
ー
ク
に
百
八
十
億
円

か
ら
百
九
十
億
円
で
推
移
し
て
い
る
。
基
金

に
つ
い
て
は
、
合
併
後
の
平
成
十
八
年
度
末

の
五
十
三
億
四
千
万
円
か
ら
、
お
お
む
ね
増

加
を
続
け
、
二
十
五
年
度
決
算
で
は
合
併
後

最
高
の
七
十
四
億
五
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
　
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
の
入
札
に
お

い
て
、
工
事
見
積
も
り
の
積
算
に
必
要
な
参

考
資
料
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
参
考
と
し

な
が
ら
も
、
そ
れ
を
も
と
に
予
定
価
格
が
算

出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
参
考
資
料
に
記
載
さ

れ
て
い
る
項
目
や
数
量
に
間
違
い
が
見
受
け

ら
れ
る
が
、
発
注
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
市
職
員
が
設
計
し
た
も
の
や
、
大
型
建

築
物
な
ど
の
外
部
に
設
計
業
務
委
託
を
行
っ

た
場
合
の
設
計
、
積
算
を
含
め
、
職
員
で
確

実
に
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。

　
　
工
事
発
注
後
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、

増
減
変
更
の
権
限
は
誰
に
あ
る
の
か
。

　
　
工
事
費
の
変
更
額
に
応
じ
て
決
裁
区
分

に
基
づ
く
者
が
最
終
的
な
判
断
を
行
っ
て
い

る
。
建
築
工
事
は
技
術
的
内
容
で
あ
る
た

め
、
現
場
担
当
の
主
任
監
督
員
及
び
監
督
員

が
変
更
内
容
を
決
裁
権
者
に
説
明
し
た
う
え

で
変
更
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
船
津
地
区
の
高
潮
対
策
に
つ
い
て
は
県

と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
行
う
工
事
が
あ
る
と
い
う

こ
と
だ
が
、
国
が
行
う
工
事
も
あ
る
の
か
。

　
　
国
の
補
助
事
業
を
使
っ
て
県
が
行
う
工

事
は
あ
る
が
、
国
が
直
轄
で
実
施
す
る
工
事

は
な
い
。

　
　
地
元
と
の
意
見
交
換
会
か
ら
一
年
以
上

が
経
過
し
て
い
る
。
目
に
見
え
る
形
で
の
工

事
は
二
十
七
年
度
以
降
に
な
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
測
量
や
地
質
調
査
は
す
で
に
動
き
出

し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
ろ
そ
ろ
説
明
会

を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
四
月
中
に
説
明
会
を
開
催
し
て
現
状
報

告
と
今
後
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
た
い
。
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議員

高
潮
対
策
に
つ
い
て

島
原
市
の
財
政
に
つ
い
て

建
設
工
事
に
お
け
る
設
計
図

書
、
参
考
資
料
に
つ
い
て

実践クラブ

上田　義定

　
　
市
町
村
の
国
保
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る

が
、
根
本
的
な
解
決
に
は
何
が
必
要
な
の

か
。

　
　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
低
所
得
者
対
策

と
し
て
保
険
者
支
援
制
度
を
拡
充
す
る
た
め

に
、
国
費
を
投
入
し
て
国
の
財
政
調
整
機
能

の
強
化
を
図
る
こ
と
、
特
定
健
診
の
受
診
率

の
向
上
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
率

を
上
げ
る
な
ど
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け
た

取
り
組
み
に
努
力
を
す
る
自
治
体
に
支
援
を

行
う
保
険
者
努
力
制
度
の
創
設
、
財
政
リ
ス

ク
の
分
散
・
軽
減
の
た
め
に
財
政
安
定
化
基

金
の
創
設
、
高
額
な
医
療
費
に
対
す
る
医
療

費
の
共
同
化
事
業
へ
の
財
政
支
援
の
拡
充
等

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
国
は
国
保
の
広
域
化
を
目
指
し
て
い
る

が
、
財
政
が
逼
迫
し
て
い
る
自
治
体
を
集
め

て
、
財
政
の
健
全
化
は
実
現
で
き
る
の
か
。

　
　
都
道
府
県
単
位
で
財
政
運
営
を
す
る
こ

と
で
安
定
化
を
図
り
、
国
民
皆
保
険
を
堅
持

す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
九
年
度
以
降
、

国
が
毎
年
約
三
千
四
百
億
円
の
国
費
を
投
入

し
、
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

健
全
な
国
保
の
財
政
運
営
に
つ
な
が
る
と
思

う
。

　
　
広
域
運
営
と
な
れ
ば
、
小
回
り
が
利
か

な
く
な
り
、
市
民
の
方
が
不
便
に
な
る
部
分

が
出
て
こ
な
い
か
。

　
　
資
格
の
取
得
、
喪
失
、
保
険
給
付
の
決

定
、
保
険
料
の
賦
課
徴
収
、
健
診
等
の
保
健

事
業
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
市
町
村
で
行
う

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
市
民
の
方
に
と
っ
て

は
現
状
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。

　
　
第
二
子
以
降
の
保
育
料
を
無
料
化
す
る

よ
う
だ
が
、
所
得
制
限
は
な
い
の
か
。

　
　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
小
学
生
以
下
の

児
童
を
二
人
以
上
扶
養
し
て
い
る
世
帯
で
、

第
二
子
以
降
の
児
童
の
保
育
料
を
免
除
す
る

よ
う
に
対
象
を
拡
大
し
て
い
る
。
年
収
約
六

百
四
十
万
円
以
上
の
世
帯
が
保
育
料
免
除
の

対
象
外
と
な
る
予
定
だ
が
、
全
体
の
約
九
割

の
児
童
は
保
育
料
が
免
除
と
な
る
。

　
　
福
祉
医
療
費
の
適
用
を
就
学
前
児
童
か

ら
中
学
卒
業
ま
で
拡
大
す
る
が
、
現
物
給
付

な
の
か
、
ま
た
所
得
制
限
は
な
い
の
か
。

　
　
一
部
負
担
金
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
っ
て
い
た
だ
き
、
後
日
、
市
へ
支
給
申
請

を
し
て
い
た
だ
く
償
還
払
い
で
の
実
施
で
あ

る
。
所
得
制
限
等
の
制
約
は
な
く
、
各
医
療

保
険
に
加
入
し
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
す

べ
て
の
小
・
中
学
生
が
支
給
対
象
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
　
◇
地
域
経
済
の
活
性
化
・
住
宅
の
質
の

　
　
　
向
上
と
零
細
業
者
の
仕
事
づ
く
り

QQ AA

QQQ AAA

議員

福
祉
行
政
に
つ
い
て

国
保
会
計
の
健
全
運
営
に

つ
い
て

日本共産党

島田　一徳
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